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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

高分子樹脂に金属・無機ナノ粒子を分散したナノコンポジット材料の性能を向上さ
せるため、ナノコンポジット材料を超高分解能で構造解析と組成解析を実施するこ
とが必要不可欠である。本研究課題は、ナノコンポジット材料の内部構造と組成を
ナノスケールでの分析を目的とする。本研究では、高分子樹脂に機能性ナノ粒子
（金属・無機）を導入し、強靭かつ光・電子機能を発現する新規高分子材料の創出
を目指している。ナノ粒子を高分子材料に均一に分散させることは極め困難であり、
我々はナノ粒子の形態、表面修飾状態などを調整により、ナノコンポジット材料の
均一性を向上したい。ナノ粒子分散性のよいナノコンポジット材料を作製するため、
材料内部構造を高分解能での分析は不可欠である。 そこで、九州大学マテリアル先
端リサーチインフラ事業合成部門の原子間力顕微鏡、光電子分光装置、電子顕微鏡
等ナノスケール分析できる装置群を利用し、ナノ粒子の種類によって、光の選択吸
収・通過特性を有する新規光ナノコンポジット材料や導電性ナノコンポジット材料
などを開発したい。最終的には、高分子樹脂／ナノ粒子の接合界面をナノスケール
で直接観察し、ナノコンポジットの強靭化メカニズムを明らかにする。そのメカニ
ズムに基づいて、さらなる優れた力学・光・電子物性を有するナノコンポジット材
料を開発する。

実験
Experimental

シリコン基板の上にシリカ粒子を充填した高分子樹脂ナノコンポジット薄膜試料を
作製し、粒子の充填状態および粒子と樹脂との界面付近の構造を原子間力顕微鏡を
用いて測定した。

結果と考察
Results and Discussion

薄膜試料内のシリカナノ粒子の分散性を調べました。直径約100nmのシリカ粒子は
高分子樹脂内に均一分散ができ、薄膜試料全体の力学特性の影響をこれから調べる
予定がある。さらに、無機ナノ粒子表面の含有元素の分析、それから各元素の電子
状態分析を今後光電子分光装置等を用いて測定したい。初期の測定結果により、ナ
ノ粒子表面修飾により、元素の電子状態（結合状態）の変化の観察ができた。今後
は、ナノ粒子の種類、サイズによる変化を観察する予定。さらに、高分子樹脂にナ
ノ粒子を導入した後のナノコンポジット材料の内部構造も分析したい。初期観察結
果であるため、論文・学会発表はまだである。
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